












新生児医療の進歩は新生児死亡の大半を占めていた低出生体重児の死亡数,死亡率の大幅

な改善をもたらした。過去 20年間に死亡率にして 1/3～1/4 に激減した。しかしその一方

で医療の進歩により生存がおぼつかなかった 1,000g 未満の超未熟児の出生数増加を促し,

新たな問題を投げかけている。最近 5年間は総出生数は減少の一途であるが,超末熟児は減

少せず,年間約 2,000 人の出生数を維持している。超末熟児は出生比率からみると全出生の

0.2%に満たないが,他の体重群と比して新生児死亡率は高率であり,死亡実数が多く,新生

児死亡の最大原因となっている。 

超未熟児医療は新生児医療の最大の課題であり,単に出生後の治療・養護の改善だけでなく,

出生前の母児管理と出生時の産科一新生児科の連携がより綿密に行われてはじめて優れた

成績を残すことが可能なのである。 

このような医療事情から考えて,日本の周産期医療の問題点を解明してゆくには超未熟児

医療をとりあげることが最も適していると考えられ,超未熟児の周産期の状況を,母体,妊

娠中,分娩中,出生後と調べ,それぞれの問題点を明らかにして周産期医療の全体像を把握

しようと試みた。 


